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本日の内容 

 英国のインフラ維持管理 

 道路盛土 （Highway Agency） 

 鉄道盛土 （London Underground） 

 河川堤防 （Environment Agency） 

 ガス管渠 （National Grid） 

 

 ＩＳＯ55000sの導入 

 規格の概要、導入までの経緯 

 英国の対応と日本への示唆 



3 Copyright (C) Mitsubishi Research Institute, Inc. 

英国訪問調査 （IAM Annual Conference 2013 ＆ 関連機関） 
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ISO55000sの導入 
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英国のインフラ維持管理 
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英国のインフラ維持管理 ～道路盛土 （Highway Agency）～ 
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英国のインフラ維持管理 ～道路盛土 （Highway Agency）～ 

 維持管理の契約方式を、MAC（Management Agent Contract）からASC（Asset Support Contract）に移行する中で、
性能規定型の維持管理契約を更に強め、受託業者へのリスク移転とコスト削減を更に目指している。 

 リスク評価に基づく、盛土構造物の健全度評価、対策の優先順位付けなどを行っている。 

 英国のアセットマネジメントの国内規格（PAS55）を既に取得しており、ISO55000sの認証取得にも前向きである。 

 

 

ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ 推奨される対策 

S 

Severe 

交通管理の条件を考慮し、是正措置を最優先で行う。隣接するクラス2の
アセットに対する予防措置の費用対効果、他のルーティンまたは重要な
維持管理活動への潜在的な影響について検討する。 

H 

High 

5年以内に是正措置が必要である。交通管理の条件を考慮し、暫定的な
モニタリングが求められることもある。隣接するクラス2のアセットや他の
ルーティンまたは重要な維持管理活動についてはSと同じ。 

M 

Medium 

是正措置が必要ない場合もあるが、5年以内に予防対策を実施しなけれ
ばならない。点検、モニタリング体制、他のルーティン又は重要な維持管
理活動への潜在的な影響を見直す。 

L 

Low 

是正措置は必要ない。点検、モニタリング体制を見直す。予防対策の費
用対効果を考慮する。他のルーティン又は重要な維持管理活動への潜
在的な影響を検討する。 

N 

Negligible 
直ぐに対策を行う必要ない。5年以内に再点検を行う。 

ASCに基づく新たな維持管理運営要求基準（AMOR）：土構造物 
※ AMOR：Asset Maintenance and Operational Requirements 

リスク評価に基づく健全度評価、対策の優先順位付け 

PAS55からISO55000sへの成熟化 

 

 「良い」アセットマネジメントと
は、性能、資金調達、リスク、
技術が全て揃って、バランス
よく実施されることという考え 

 PAS55の認証取得済みで、ア
セットマネジメントをさらに成
熟化させるため、ISO55000s
の認証取得にも積極的に取り
組む方針 
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英国のインフラ維持管理 ～道路盛土 （Highway Agency）～ 

受託者のアウトカム 

• 土構造物の潜在的欠陥を見つけること 

• 道路利用者へのリスクを最小にするよ
う欠陥を管理すること 

• 他の資産への損傷リスクを最小にする
よう欠陥を管理すること 

パフォーマンス指標 

土構造物の欠陥に起因する仮の交通
マネジメント区間や規制区間の延長 

提供内容 

• 土構造物のアセットマネジメント計画（GAMP）を
含む土構造部の維持管理要求計画（MRP） 

• GAMPの作成と提出、承認後の実施 

• GAMPに従って、リスクに基づく主要点検を実施 

• 他の高速道路資産の安定等に悪影響を及ぼさ
ないよう土構造物の欠陥を安全に保つ 

パフォーマンス指標 

GAMPの100％遵守 

手続： 

• HD41に従った実施 

• HD22に従ったリスクマネジメント 

• 契約とアセットデータマネジメントマニュアル受
託者要求事項に従ったアセットデータの記録 
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英国のインフラ維持管理 ～道路盛土 （Highway Agency）～ 

出典）PART3 HD 41/03 Maintenance of Geotechnical Assets （HA） 

＜土構造物の詳細点検様式＞ 
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英国のインフラ維持管理 ～道路盛土 （Highway Agency）～ 

クラス１： 

欠陥あり（4段階） 

クラス２： 

リスクあり（2段階） 

クラス３： 

修復、強化、予防
保全あり（3段階） 

位置 
 Ａ： 走行路 
 Ｂ： 路肩 
 Ｃ： 道路隣接部 
 Ｄ： 道路遠隔部 

＋ 

凡例 ‐ S: Severe, H: High, M: Medium, L: Low, N: Negligible 

現在のリスクレベル 

5年後のリスクレベル 

出典）PART3 HD 41/03 Maintenance of Geotechnical Assets （HA） 
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英国のインフラ維持管理 ～道路盛土 （Highway Agency）～ 

＜土構造物の維持管理のフロー＞ ＜具体の評価事例＞ 

出典）Guidance Note on the Field Identification and Classification of Geotechnical Observations（HＡ） 
出典）PART3 HD 41/03 Maintenance 

of Geotechnical Assets （HA） 
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英国のインフラ維持管理 ～道路盛土 （Highway Agency）～ 

出典）PART3 HD 41/03 Maintenance of Geotechnical Assets （HA） 

＜土構造物維持管理様式（GEOTECHNICAL MAINTENANCE FORMS PARTS A, B AND C）＞ 
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 Line of Sightの思想の下、トップから現場まで一貫したアセットマネジメントを実施している。 

 損傷の程度、重大性、対策、優先度を評価項目として、盛土構造物の健全度評価を行っている。 

 英国のアセットマネジメントの国内規格（PAS55）を既に取得しており、ISO55000sの認証取得にも前向きである。 

Extent A - No “significant‟ defect 
B – “Slight‟, not more than 5% affected (of area, length, etc) 
C – “Moderate‟, 5% to 20% affected 
D – “Extensive‟, over 20% affected 

Severity 1 - No “Significant‟ defect 
2 - 'Minor' defects of a non-urgent nature 
3 – ‘Heavy' defects of an unacceptable nature 
4 –’Severe' defects where action is needed. These shall be 

reported immediately to the supervisor. 

Recom
mended 
action 

R - Repair 
M - Monitor 
I - Special Inspection regime 
D - Design remedial works 
C - Replace 
G - Ground investigation 
T - Topographic survey 
A - Slope stability assessment 
S - Speed restriction 

Priority I - Immediate (within 4 weeks) 
H - High (within 12 months) 
M - Medium (within 2 years) 
L - Low (before next Principal Inspection) 
R - Review (at next Principal Inspection) 

Line of Sightの思想 盛土構造物の健全度評価 

PAS55からISO55000sへの成熟化 

トップマネジメント

ミドルマネジメント

ビジョン/戦略/挑戦

の具体化

アセットマネジメント
の枠組み

Line of Sight
の確立

ビジョン/戦略/挑戦

英国のインフラ維持管理 ～鉄道盛土 （London Underground）～ 
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英国のインフラ維持管理 ～鉄道盛土 （London Underground）～ 

ロンドン交通局（TfL：Transport for London）から委託を受け、600車両、276駅、11路線、計816kmの線路、
13の車両基地などを管理・運営 
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英国のインフラ維持管理 ～鉄道盛土 （London Underground）～ 

＜アセットマネジメントの枠組み＞ 

＜ビジョン/戦略/挑戦＞ 

＜ビジョン/戦略/挑戦の具体化＞ 
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英国のインフラ維持管理 ～鉄道盛土 （London Underground）～ 
＜LU earth Structures Database（ロンドン地下鉄 土構造物データベース）＞ 

出典） Category 1 Standard 1-054 Civil 
Engineering – Earth Structures 
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英国のインフラ維持管理 ～鉄道盛土 （London Underground）～ 
＜LU earth Structures Database（ロンドン地下鉄 土構造物データベース）＞ 

出典） Category 1 Standard 1-054 Civil 
Engineering – Earth Structures 
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英国のインフラ維持管理 ～鉄道盛土 （London Underground）～ 
＜土構造物の状態評価（Condition Assessment and Certification (ACAC)）＞ 

出典）Category 1 Standard 1-054 Civil Engineering – Earth Structures 
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英国のインフラ維持管理 ～河川堤防 （Environment Agency）～ 

 河道、流域を含めて、土地は民間が保有しており、官側は土地保有者の申請に基づき、堤防や柵を建設・管理する
立場である。洪水被害などの問題が発生した際の責任は土地保有者側にあるというのが基本的な考えである。 

 点検、軽微な修繕は直営で実施しており、堤防の構造別に劣化曲線を仮説的に設定し、ライフサイクルコストを試算
した上で、リスク評価も取り入れつつ、最適な維持管理方法、対策時期などを決定している。 

 英国のアセットマネジメントの国内規格（PAS55）は取得しておらず、ISO55000sの認証取得にも様子見である。 

斜   面 天   端 

状態１：大変良い－性能には影響しないような表面的な欠陥 

・斜面は安定しており、急傾斜ではない。 
・保護的植生によって覆われている。 
・動物の巣穴はない、他 

・天端に凹凸がない 
・植生で覆われており、管理が行き届いている。 
・浸食や、ひび割れの危険性がない 

状態２：良好－アセットの全体的な性能は低減させない程度の小さな欠陥 

・良好な状態。小さな欠陥あり 
・小規模の動物の巣穴 
・安定した斜面、他 

・植生によって覆われている 
・芝刈りによる轍あり 

状態３：普通－アセットの性能を低減させる可能性のある欠陥あり 

・軽度の欠陥あり。 
・構造下部の植生が剥げている部分あり 
・植生の手入れをする際、他 

・はげている箇所が多数 
・轍や浸食あり 
・天端の高さが不ぞろい 

状態４：悪い－アセットの性能を著しく下げる欠陥。さらなる調査が必要 

・斜面・構造下部が不安定 
・表面が浸食されている 
・第三者の利用や家畜の侵入よる劣化 

・天端の欠損 
・地盤沈下による高さの不ぞろい 
・越水の形跡あり、他 

状態５：劣悪－深刻な欠陥による完全なる機能不全 

・深刻な地すべり 
・増水時には堤防に欠陥の恐れあり 
・大規模な動物の巣穴、他 

・完全に荒廃 
・浸食や、えぐられた天端 

 

 

天端幅 
 維持管理 

レジーム 

劣化速度（状態変化年数） 

普通 早い 遅い 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

狭い 

1 0 3 6 25 40 0 1 3 5 7 0 5 10 40 60 

2 0 15 30 60 80 0 2 5 7 10 0 20 40 70 110 

3 0 16 33 70 90 0 3 6 8 11 0 22 44 90 130 

広い 

1 0 3 6 25 40 0 2 6 10 14 0 5 10 40 60 

2 0 15 30 60 80 0 4 10 14 20 0 20 40 70 110 

3 0 16 33 70 90 0 5 10 14 20 0 22 44 90 130 

盛土構造物の状態評価 劣化速度の設定 

盛土構造物の劣化曲線（例） 
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英国のインフラ維持管理 ～河川堤防 （Environment Agency）～ 

出典）Engineering inspection techniques for flood defences 
using non-destructive testing （Defra, EA） 出典）Condition Assessment Manual （EA） 

＜堤防の状態評価の例＞ ＜点検評価のフロー＞ 
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英国のインフラ維持管理 ～河川堤防 （Environment Agency）～ 

レジーム１ 目標水準４ • 点検、Health & Safety(H&S)修理（一年に一度） 
• 状態３から状態４への移行期に大規模な修理・メンテナナンス 
• 状態５でアセットの交換 

レジーム２ 目標水準３ • 点検、H&S修理（一年に一度） 
• 状態３を維持するためにEAが設定したメンテナンス活動を実施 
• 状態３から状態４への移行期に大規模な修理・メンテナンス 
• 上記移行期以降はメンテナンス頻度を増加 
• 状態５でアセットの交換 

レジーム３ 目標水準２ • 点検、H&S修理（一年に一度） 
• 状態２を維持するためにEAが設定したメンテナンス活動を実施 
• 状態３から状態４への移行期に大規模な修理・メンテナンス 
• 上記移行期以降はメンテナンス頻度を増加 
• 状態５でアセットの交換 

＜維持管理レジーム（3種類）＞ ＜レジーム別劣化曲線＞ 

盛土構造別劣化曲線例① 盛土構造別劣化曲線例② 
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 30:30プログラムを見直し、3レイヤープログラムを取り入れて、更なるコスト縮減を図っている。 

30：30プログラム（2002～） 

人家から30m以内の鋳鉄製幹線ガス管を30年以内に交換 

鉄管リスク軽減プログラム（2013～） 

8インチ（20cm）以下［リスク有判定のうち80%］を2032年までに全て交換 

8～18（45cm）インチ［リスク有判定のうち15%］を交換（目標年なし）もし
くは状態監視の下利用 

18インチ以上［リスク有判定のうちの5%］を状態監視の下利用 

30：30プログラムによる計画更新延長（km） 

3 Tier プログラムによるコスト縮減計画 

→ 約48億ドルから約42億ドルへと約13％縮減 

英国のインフラ維持管理 ～ガス管渠 （National Grid）～ 

スコープを絞った 
リスクマネジメントに転換 



23 Copyright (C) Mitsubishi Research Institute, Inc. 

英国のインフラ維持管理 ～ガス管渠 （National Grid）～ 
＜ビジョンの提示＞ 

注）RIIO GD1 : Revenue = Incentives + Innovation + Outputs Gas Distribution 1 
出典）RIIO GD1 Our Business Plan Approach （NG, Gas Distribution） 

出典）RIIO GD1 Our Networks （NG, Gas Distribution） 

＜資産概要＞ 

＜MRPS (Mains Risk Prioritization System) ＞ 

出典）RIIO GD1 Our Networks （NG, Gas Distribution） 

＜Asset Managementの枠組み＞ 

出典）RIIO GD1 Our Asset Management Expenditure （NG, Gas Distribution） 
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河川堤防(Environment Agency) 道路盛土(Highway Agency) 鉄道盛土(London Underground) ガス管渠（National Grid） 

施設管理に
関する思想・
しくみ 

○管理責任・分担 
• 河川堤防を含む流域土地は民地であ
り、土地所有者やデベロッパーなどの
申請により、EAが堤防の建設・維持
管理を行い、費用は民が負担 

• 治水の一義的責任は河岸所有者が
負うが、洪水リスクが高まる中、一部
の地域の管理権限を官に付与するな
ど、官の役割が重視 

○リスクマネジメントの実施 
• 堤防の状態評価に基づき、洪水リス
クを予め見積もった上で、その後の点
検・メンテナンスの頻度や内容を決定
し、リスクに応じて選択と集中を行っ
て、広域の洪水管理を実施する方針 

○管理責任・分担 
• 全体を14のエリアに分け、道路維持
管理業務を民間企業に包括委託 

• 更なるコスト縮減のため、MAC方式か
らASC方式へと、民間にリスクを移転
した性能規定型の維持管理契約方
式に移行中 

○リスクマネジメントの実施 
• 道路盛土については、リスクアセスメ
ントを通してリスクレベルを判定し、リ
スクレベルに応じて必要なリスク緩和
作業を決定 

• リスク評価に基づく効率的な維持管
理に加え、道路ネットワークの機能維
持に対して、リスク箇所を特定 

○管理責任・分担 
• 全社のビジョンや戦略等を踏まえ、ア
セットマネジメントをどのように実施す
るかの枠組みを一貫性をもって提示（
Line of Sightの思想） 

○アセットマネジメントのしくみ 
• アセットマネジメントの方針、戦略、計
画が決められた後、計画の実施は、
組織・人材、安全・リスクマネジメント
、情報管理、性能・状態モニタリング
と連携しつつ、PDCAサイクルで行うこ
と、その成果を計測・改善し、マネジメ
ントレビューにより会社の戦略にフィー
ドバックされるしくみ 

○管理責任・分担 
• ＨＳＥが基本的なマネジメント方針を
定め、詳細な方法は、機関ネットワー
ク管理者であるＮＧや、ガス供給プロ
バイダが点検指標や基準を設定 

○思想 
• ガス管・パイプラインからの漏洩によ
る火災や爆発が主要リスクとして認
識され、特にインフラの老朽化は重大
なリスクと認識 

• 安全確保、信頼性確保、将来世代の
安全保護、長期に渡るバリューフォー
マネーの提供を目標としたビジョンを
策定し、アセットマネジメントを実施 

技術・手法 
 

○データベースの開発・活用 
• 河川関連施設の情報を管理するデー
タベースNFCDD(National Flood and 
Coastal Defense Database)を開発
し、堤防の点検、メンテナンスの情報
を実施後10日以内に登録 

○状態評価マニュアルの作成・活用 
• 堤防の状態評価を5段階で行い、維
持管理レジームごとに定めた管理水
準ごとに補修・更新の枠組みを設定 

○劣化予測モデルに基づくＬＣＣ試算 
• 堤防の構造・形式ごとに劣化曲線を
設定し、ライフサイクルコストを試算し
て、最適な維持管理手法を検討する
しくみを構築 

○点検・評価のしくみ 
• 点検は、通常点検(年次)と詳細点検

(5年毎)に分けられ、通常点検は非
専門家（研修受講者)が、詳細点検
は土構造物の専門家が実施 

• 点検結果を蓄積・共有するデータベー
ス（HA GDMS）を構築しているが、現
在ばらばらに存在する17のシステム
を統合化中 

• 詳細点検の結果は、損傷の状況、場
所、時間軸、リスクレベル、対策の5
項目について評価を実施 

○点検・評価のしくみ 
• 点検は、主要点検、特別点検、欠陥
報告点検に分けられ、主要点検の間
隔は状態評価の結果をもとに決定 

• 主要点検の結果は、データベース（LU 
earth Structures Database）に蓄積 

• 点検結果に基づき、土構造物の状態
評価が3段階（点検・状態評価計算、
机上検討・現地調査、分析評価計算
）で行われ、土構造物の欠陥の状況
と程度、対策、優先度を評価 

○点検・評価のしくみ 
• ＨＳＥ及び民間事業者が共同して、パ
イプライン損傷評価マニュアル（ＰＤＡ
Ｍ）を策定 

○更新計画の策定 
• リスクのある鉄管を全て廃棄する方針
から、リスクマネジメントに基づく、ス
コープを絞った方針に転換（主要管渠
を３層（直径8インチ以下、直径8イン
チ超18インチ以下、直径18インチ超
）に分け、各区分についてリスクを踏
まえた更新計画を策定） 

国際規格へ
の対応 
 

• PAS55の認証は取得しておらず、そ
の予定もなし 

• ISO55000sについても様子見 

• 2011年にPAS55の認証取得済 
• アセットマネジメントの成熟化のため、
ＩＳＯ55000sの認証取得に積極的に
取り組む方針 

• PAS55の認証取得済 
• アセットマネジメントの成熟化のため、
を上げるため、ＩＳＯ55000sの認証取
得に積極的に取り組む方針 

• PAS55の認証取得済 
• ＩＳＯ55000sの認証取得に積極的に
取り組む方針 
 

英国のインフラ維持管理 ～まとめ～ 
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ＩＳＯ55000sの導入 
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ISO55000sの導入 ～規格開発の経緯～ 

 社会資本（道路、河川、港湾など）、民間の物的資産（事務所、工場など）、さらには非物的資産
（知的資産、人的資産）など、全てが対象となるアセットマネジメントの国際規格（ISO55000s） 

 英国のアセットマネジメントの国内規格（PAS55）を参考にしながらも、PAS55は対象を物的資産
に限っているのに対し、ISO55000sは非物的資産も対象としていることが特徴 

 ISO 55000sは、ISO 55000（概要、原則、用語）、ISO 55001（要求事項）、ISO 55002（ISO 55001
適用のためのガイドライン）で構成され、ISO55001が認証を取得するための「要求事項」 

 ISO 55001は、ISO 9001（品質マネジメント）やISO 14001（環境マネジメント）と同様に、組織が
規格に基づいて認証（適合審査・登録）を受けるしくみ 

 英国を議長国として、欧州諸国（仏、独、蘭など）、中南米、オーストラリア、南アフリカなど30か
国以上がISO55000sの規格開発に参画 

 準備会合を含め、計6回の会議を開催。各国のMirror Committeeからの意見も反映しつつ、WD
（Working Draft）、CD（Committee Draft）、DIS（Draft International Standard）、FDIS（Final Draft 
International Standard）と作成を進め、参加各国の賛成多数により2014年1月10日に正式発行 
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ISO55000sの導入 ～発行文書～ 

ISO 55000（概要, 原則, 用語） ISO 55001（要求事項） ISO 55002（ISO 55001適用の
ためのガイドライン） 
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＜ＡＭＳの主要要素間の関係＞ 

＜主要用語間の関係＞ 

ISO55000sの導入 ～ISO55000のポイント～ 

出典）ISO55000  Asset Management – Overview, principles, and terminology  
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ISO55000sの導入 ～ISO55001（要求事項）の概要～ 

まえがき 

序文 

1 適用範囲  

2 引用規格  

3 用語及び定義  

4 組織の状況 

4.1  組織及びその状況の理解  

4.2  ステークホルダーのニーズ及び期待の理解  

4.3  アセットマネジメントシステムの適用範囲の決定  

4.4  アセットマネジメントシステム  

5 リーダーシップ  

5.1  リーダーシップ及びコミットメント  

5.2  方針 

5.3  組織の役割，責任及び権限 

6 計画策定 

6.1  アセットマネジメントシステムのためのリスク及び機会への取組み 

6.2  アセットマネジメントの目標及びそれを達成するための計画策定 

7 支援  

7.1  資源  

7.2  力量  

7.3  認識 

7.4  コミュニケーション  

7.5  情報に関する要求事項 

7.6  文書化した情報  

8 運用  

8.1  運用の計画策定及び管理  

8.2  変更のマネジメント  

8.3  アウトソーシング 

9 パフォーマンス評価  

9.1  モニタリング，測定，分析及び評価  

9.2  内部監査  

9.3  マネジメントレビュー  

10 改善  

10.1  不適合及び是正処置  

10.2  予防処置 

10.3  継続的改善  
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ISO55000sの導入 ～ISO55001の概要～ 

4章 組織の状況 
アセットマネジメントシステムの意図する成果を達成するため、組織の内外の状況を理解した上で、
アセットマネジメントシステムに関係するステークホルダーのニーズと期待を認識することを要求 
 
5章 リーダーシップ 
組織のトップがアセットマネジメントシステムに関するリーダーシップとコミットメントを示すことを要求。
さらに、アセットマネジメントの方針を定め、組織内において必要な責任と権限を割り当て、伝達する
ことを要求 
 
6章 計画策定 
アセットマネジメントシステムを計画する際のリスクと機会を決定するとともに、アセットマネジメント
の目標の確立、それを達成するためのアセットマネジメント計画を策定することを要求。リスクと機会
については、それらが時間とともに変化することを考慮。 
 
7章 基礎的事項 
アセットマネジメントシステムに必要な予算や人員などの資源、関係する人々の力量、アセットマネ
ジメントの内容や有効性への認識、組織内外とのコミュニケーション、情報の管理と文書化など、ア
セットマネジメントシステムを支援する仕組みを要求 
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ISO55000sの導入 ～ISO55001の概要～ 

8章 運用 
組織が、アセットマネジメント計画を実施するときに必要なプロセスを整備・管理すること、アセットマ
ネジメントの目標の達成に影響を及ぼし得る計画の変更を管理すること、アウトソーシング先の活動
を管理することを要求。 
 
9章 パフォーマンス評価 
組織が、アセット、アセットマネジメント、アセットマネジメントシステムのパフォーマンスをモニタリング
し、測定し、分析し、評価するとともに、それを文書化した情報を保持することを要求。さらに、アセット
マネジメントシステムが、組織自体が規定した要求事項と本国際規格の要求事項に適合していること
をチェックする内部監査、およびトップマネジメントによるマネジメントレビューの実施を要求。 
 
10章 改善 
組織が、アセット、アセットマネジメント、アセットマネジメントシステムに不適合や事故が発生した場
合の対処方法や是正処置、それらの予防処置の必要性の評価、さらにはそれらの有効性を継続的
に改善することを要求。 
 
 
※認証を受けるためには、55001の全項目を満たすことが求められ、部分認証は行われない。 
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英国の対応と日本への示唆 

 一貫した組織マネジメントの実施 （Line of Sight） 

 

 リスクマネジメントの重視 

 

 政府からの独立性で分かれる規格への対応 

 

 日本への導入可能性 
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Line of Sight の思想 （例：ロンドン地下鉄：鉄道管理） 

トップマネジメント 

ミドルマネジメント 

ビジョン ： ワールドクラスになること 
戦  略 ： 信頼性の高い列車サービスと高水

準の利用者ケアを連結すること 
挑  戦 ： 地下鉄を変革しつつ、ロンドンを動

かし続けること 

ビジョン/戦略/挑戦

の具体化 

アセットマネジメント 
の枠組み 

Line of Sight 
の確立 

Customer（顧客）, Value（価値）, People（職員）, 

Delivery（提供物）の４つの領域で、ビジョン、戦

略、挑戦を具体化 

ビジョン/戦略/挑戦 

• アセットマネジメント方針・戦略の策定 

• アセットマネジメント計画の策定 

• PDCAサイクルに基づくアセットマネジメン
トの実施 
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リスクマネジメントの重視 （英国環境庁：河川管理） 

リスクマネジメント 

≠ 

点検 

健全度評価 

劣化予測 

ＬＣＣ算定 

維持管理計画 

対策実施 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

点検マニュアル 

評価マニュアル 

データベース 

維持管理ｼｽﾃﾑ 

技術基準 

項目 内容 

点検 
目視点検、遠隔センシング、モニタリング、
非破壊試験、浸入調査 

健全度評価 
天端・斜面に区分し、法面の状態を5段階
評価 

維持管理計画 
目標管理水準に従って、維持管理レジー
ムを設定し、計画策定 

対策実施 
劣化曲線に基づく、WLC分析をもとに対策
を検討 

 リスク抽出 （安全、環境、人命） 
 リスク評価 （洪水、崩壊） 
 リスク管理 （アセットマネジメントと連携） 

 リスクを見積もった上で、その後の点検・メンテナンスの頻度・内容を決定 

 リスクに応じて、対策の選択と集中を行い、広域の洪水管理を実施 
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政府からの独立性で異なる規格への対応 

政府からの独立性 （Arm’s Length of the Government） 

PAS55 
ISO55000s 
への対応度 

政府 

Highway 
Agency 

London 
Underground 

Environment Agency 

National 
Grid 

道路・河川 日本 

Network Rail 

積極的 

高速道路・鉄道・ 

電力・ガス・水道 

英国 

消極的 

決して一枚岩ではない、英国関連機関の対応 

公的インフラ企業は積極的 

日本は？？？ 
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日本への導入可能性 

国・自治体
（ISO認証取得）

※包括委託では、認証は不要
であるが、アセットマネジメント
システムの具備が要

インフラ系
民間事業者
（ISO認証取得）

民間事業者
（ISO認証取得）

民間事業者
（ISO業務実績）

包括
委託

部分
委託

海外
市場

国内
市場

進出 進出

進出進出
高速道路、鉄道、
電力、ガス、通信等

インフラ管理実務の高度化・対外説明

インフラを
持たない

民間事業者の
認証取得に
不可欠

PPP 民営化PFI

欧
米
系
イ
ン
フ
ラ
事
業
者

競争力
強化

 わが国は、インフラマネジメントの高度化、官民連携、海外輸出のトリガーとして、ISO55000sの導入を検討すべき 
 わが国では、ISO55000s導入のパターンは以下の２つが想定される 

 国・自治体、インフラ系民間事業者が認証取得し、管理の高度化、対外説明、海外展開に活用 
 包括委託を受けた民間事業者が認証取得し、海外展開・新市場獲得に活用 
 （部分委託では認証取得はできないが、認証取得主体からの受託実績による競争力強化・差別化は可能） 
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日本への導入可能性 

《パターン２》 

管理の包括委託（官民連携） 

ISO55000ｓを要件化 

民間事業者 

国・自治体等 

道路 河川 港湾 

水道 下水道 建築 

公園 海岸 

ISO55000s認証取得（又は試行認証） 

海外展開 トップランナー化 

国・自治体が、ISO55000sを切り口に官民連携を推進し、民間はその
実績をもとに海外展開を積極化 

《パターン１》 
官・民のインフラ事業者がISO55000s取得し、アセットマネジメントの
高度化、対外アピール向上 （民間受託事業者は業務の差別化） 

調査 

国・自治体・民間事業者等 

計画 工事 補修 設計 

民間事業者 

ISO55000sに対応した業務遂行 

一連の業務案件 

個別案件を個々に発注 

ISO55000ｓ取得企業からの受託実績を要件化 

ISO55000s認証取得（又は試行認証） 

差別化 競争力強化 
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本資料に関するお問い合わせ先 

   株式会社 三菱総合研究所 

          社会公共マネジメント研究本部 

   （担当）  竹末 直樹 
   takesue@mri.co.jp 

   TEL 03-6705-6013 

ご清聴ありがとうございました。 


